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１ 概要 

 静岡県は，農業農村整備事業を活用した農業競争力強化 

対策等を強力に推進するとともに，農地や美しい景観，地 

域に伝わる文化・伝統等の地域資源を県民共有の財産とし 

て保全・活用し，次世代に継承する活動を行う集落等を 

「ふじのくに美しく品格のある邑（むら）」として登録し， 

活性化を図っている。平成 29 年３月 31 日現在，邑の登録 

地域は県内全域で 110 を数えており，知事顕彰や様々な媒体を 

活用した情報発信を行い，「県民支援体制の強化」と「農山 

村の人材育成」を通じた支援を実施している。 

２ 基本方針 

基本方針として『「環境」・「経済」・「社会」の持続性が確保され，次世代に継承

できる美しく品格のある農山村の創造』を掲げている。農山村地域は，担い手農家への

農地利用集積の拡大により農業生産の構造改革が進む一方，農業者の高齢化・減少等に

より，集落機能の弱体化や荒廃農地の増加等の問題も山積しており，地域資源を次世代

に継承していくことが大きな課題となっている。そこで，邑づくりにおいては，人と自

然との共生関係により創造・継承される特色ある農山村の「環境」，地域の基幹産業と

して成長を続ける農山村の「経済」，自律と多様な主体の協働力に支えられた活力ある

農山村の「社会」のバランスの取れた持続と成長を目指している。 

３ 推進体制 

この取組においては，県と市町との連携が不可欠であることから，県及び県内全 35 市

町が会員となって平成 24 年２月に「ふじのくに美しく品格のある邑づくり連合」を設

立した。連合は，加盟市町の推薦を受けた地域について，選定・登録基準のもと登録を

行い，邑のブランド化による持続可能な地域づくりや，農山漁村地域にある地域資源の

保全継承の取組支援等を実施している。 

４ 「ふじのくに美しく品格のある邑づくり」施策と展開方向 

  県は邑づくりと共に，美しい景観や豊かな生態系等の多面的な機能を有する棚田の保

全を支援するボランティア組織「しずおか棚田・里地くらぶ」の活動支援，農山村と企

業等それぞれが持つ資源，人材，ネットワークを生かして双方にメリットのある協働活

動を行う「一社一村しずおか運動」の取組，さらに，国の多面的機能支払制度を活用し

て農地や農業用施設等の保全活動を実施する「ふじのくに美農里（みのり）プロジェク

ト」の推進等，様々な施策において都市住民を含む多様な主体の参画を得て，農山村づ 
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 くりを進めてきたところである。また，近年の「田園回帰」現象の高まりに見られるよ

うに，農山村の豊かな地域資源に対する都市住民の意識の変化を的確にとらえていくこ

とが必要である。こうした状況を踏まえ，連合と県は，季刊の広報誌の発行や知事顕彰

の授与等により邑づくりの普及啓発や更なる地域の意識醸成に連携して取り組んでお

り，平成 28 年度から，県民支援体制の構築と地域の人材育成の重点的な推進策として，

以下の２つの取組を新たに開始した。 

（１）しずおか農山村サポーター「むらサポ」の運用 

  農山村地域で行われるイベントや農業体験，ボランティア，旬な農産物等の情報を，

フェイスブックやメールマガジンにより登録者に届けている。登録者は平成 29 年３

月 31 日現在で 2,243 者（内訳：個人 2,210，法人 33）であり，農業体験等の参加のき

っかけが「「むらサポ」からの情報を見て」という方が増加している。 

（２）クラウドファンディングによる活動資金の確保 

  活動資金に悩む地域にクラウドファンディングの活用を提案し，研修やアドバイザ

ー派遣による人材育成を実施している。平成 28 年度は，ＮＨＫ大河ドラマ「おんな城

主 直虎」のロケ地となった浜松市の「久留女木（くるめき）の棚田」で活用したとこ

ろ，目標金額を達成することができ，棚田保全に必要な機材の購入が実現した。 

５ 今後の取組 

  取組開始から５年が経過して「美しく品格のある邑」に対する認知度が高まってきた

ところであり、農山村の活性化は継続が大きな課題であることから，更なる取組の拡大

に努めていく必要がある。このため，「むらサポ」の情報の双方向化や，寄せられた要

望等への迅速な対応を図るワンストップ窓口の設置，邑間や県庁内の他部局との戦略的

連携に取り組んでいく。これにより，土地改良長期計画に掲げる政策課題「美しく活力

ある農村」の静岡県内における実現を図っていく。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図―２ 取組の概念図 
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